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2. 地域医療を支える未来の医療人の育成支援

昨年に引き続き、岡山大学・広島大学の地
域枠学生、自治医科大学生が集まる合同セミ
ナーを岡山大学大学院地域医療人材育成講
座の共催のもと新見市で開催しました。学生
44名、スタッフ・ゲスト14名が参加しました。

今回は、地域医療提供体制の現場としてき
らめき広場・哲西を訪問し、哲西町診療所の設
立の経緯を伺うとともに、広場全体の案内を
していただきました。また、生活改善グループ
の皆様にご協力いただき、調理実習を交えた
食育体験学習を行いました。しっかり学んだ
後に宿舎に移動し、食事をとり、交流を深めま
した。

2日目は宿舎で、佐藤先生（地域医療人材育
成講座）から地域でよく出会う症例を基に、地
域に必要な医療について考えるワークショッ
プを行いました。活発に意見が交換され、各
グループから素晴らしい発表がなされまし
た。その後、石垣市長（新見市）から新見市に
おける医療の状況について、藤井先生（渡辺
病院）からへき地医療拠点病院での勤務につ
いて、松田先生（成羽病院）から若手医師の義
務年限勤務について、それぞれご講話いただ
きました。

昼食後に集合写真を撮り、帰路につきました。

地域枠学生・自治医科大学生合同セミナー in 新見の主催
2014（平成26）年 8月16日～17日 in 新見

日　程  2014（平成26）年 8月16日～17日
場　所  きらめき広場・哲西（診療所見学・食育体験学習 )
         新見千屋温泉地内「いぶきの里」（合宿・ワークショップ）
参加者  <学　生>岡山大学医学科地域枠、広島大学医学科ふる

さと枠、自治医科大学（岡山県出身）
         <教員他>地域医療支援センター、岡山大学地域医療人材

育成講座、岡山県保健福祉部医療推進課 他
講　師  新見市 市長        石垣 正夫 氏
         渡辺病院 医師     藤井 修一 氏
         成羽病院 医師     松田 祐依 氏

 
■8月16日（土）

    10時～    岡山駅西口バスターミナルを出発
    11時半～  昼食
    13時～    哲西町診療所の見学
    14時～    食育体験学習、ミニ講話と調理実習
    15時半～ 移動
    17時頃    チェックイン
    18時～    夕食・意見交換
    24時～   就寝

■8月17日（日）

    8時～     朝食
    9時～     佐藤先生ワークショップ
                            「地域でよく出会う症例について」
    10時45分頃～
                  ［1］石垣市長（新見市）講話
                            「新見地域の医療の状況について」
                  ［2］藤井先生（渡辺病院）講話
                            「へき地医療拠点病院での勤務について」
                  ［3］松田先生（成羽病院）講話
                            「若手医師の義務年限勤務について」
    12時～    昼食後、移動
    15時頃    岡山駅到着、解散
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【岡山大学医学科1年生＊早期地域医療体験実習】

 日程   2014（平成26）年9月8日～9月12日、
         9月22日～26日
 内容   岡山大学地域枠学生12名、一般枠学生8名を

対象に、22実習協力施設で、1～2週間（31人
週）の実習が行われました。

【岡山大学医学科3年生＊地域医療体験実習】

 日程   2014（平成26）年3月17日～3月20日
 内容   岡山大学地域枠学生4名、一般枠学生38名を

対象に、25実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

 日程   2014（平成26）年7月28日～8月1日
 内容   岡山大学地域枠学生3名、一般枠学生38名を

対象に、24実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

【岡山大学医学科4年生＊地域医療体験実習】

 日程   2014（平成26）年1月20日～1月24日
 内容   岡山大学地域枠学生6名、一般枠学生36名を

対象に、24実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

 日程   2014（平成26）年3月10日～3月14日
 内容   岡山大学地域枠学生6名、一般枠学生33名を

対象に、24実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

 日程   2014（平成26）年5月26日～5月30日
 内容   岡山大学地域枠学生5名、一般枠学生38名を

対象に、24実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

 日程   2014（平成26）年11月10日～11月14日
 内容   岡山大学地域枠学生4名、一般枠学生35名を

対象に、22実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

【岡山大学医学科3～5年生＊離島実習】

 日程   2014（平成26）年8月18日～8月26日
 内容   岡山大学地域枠学生1名、一般枠学生6名を対

象に、隠岐島前病院、下甑手打診療所、三
島・十島巡回診療（鹿児島赤十字病院）で、1
週間の実習が行われました。

【岡山大学医学科6年生＊選択制臨床実習】

 日程   2014（平成26）年4月7日～7月18日
 内容   岡山大学地域枠学生4名、一般枠学生3名を

対象に、4実習協力施設で、2週間の実習が行
われました。

【広島大学医学科2～3年生＊春休み実習】

 日程   2014（平成26）年3月10日～3月14日
 内容   広島大学医学科ふるさと枠（岡山県）学生2名

を対象に、1実習協力施設で、1週間の実習が
行われました。

2.

岡山大学医学科の実習において、岡山大学支部は一部の学生の実習期間中の日報に対するコメントを担当
しました。広島大学医学科の実習において、実習協力施設との調整を行いました。

岡山大学・広島大学の行う地域医療実習への協力
2014（平成26）年 1月、3月、4月、5月、7月、8月、9月、11月

哲西町診療所、渡辺病院、新見中央病院、長谷
川紀念病院、高梁中央病院、成羽病院、川上診
療所、湯原温泉病院、金田病院、大原病院、奈
義ファミリークリニック、津山ファミリークリニッ
ク、湯郷ファミリークリニック、中島病院、吉永
病院、備前病院、西大寺病院、ももたろう往診
クリニック、藤井クリニック、つばさクリニック、
水島中央病院、水島第一病院、金光病院、矢掛
病院、井原市民病院、笠岡市民病院、土庄中央
病院、因島病院、寺岡記念病院、雄鹿原診療
所、赤穂中央病院、朝来梁瀬医療センター、日
南病院
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3. 地域医療機関への医師配置

地域枠卒業医師を配置するにあたって、できるだけ多くの関係者が納得できるよう選定する必要がありま
す。そのため、2014（平成26）年4月に県内の全病院を対象としたアンケートにおいて地域枠卒業医師の配置
を希望する・検討中と答えた74 病院の回答を元に、どういった条件を備えた施設が望ましいかについて、地域
医療人材育成講座と協同で検討しました。

地域枠卒業医師の配置先選定条件
2014（平成26）年 4月アンケート実施　／　対象：岡山県内全病院

2025（平成37）年には約40名の地域枠卒業医師が地域に配置されることが予想されています。
 ※2015年度以降の入学生の半数が女性と仮定しています。
 ※半数が3年目と6年目に、半数が4年目と7年目に後期研修を取得すると仮定しています。
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地域配置される地域枠卒業医師の予想人数

初期臨床研修病院は実際の候補病院となりにくいに
もかかわらず、最も高い評価となっている点につい
ては、再検討の必要性があります。また、良好な指
導体制のために基幹病院からの指導医派遣といっ
た支援が必要と思われますが、現実的には厳しい
状況です。

教育指導体制

常勤換算医師一人当たりの救急車受入件数、受け入
れた時間帯等の項目についての検討も必要です。

救急車の受入件数

地域の病院では指導医の確保が難しい状況がありま
す。認定施設かどうかより、基幹病院のカンファレン
スへの参加等の学習機会の確保を評価することへの
検討も有用と考えています。

認定施設かどうか

数値化は難しいかもしれませんが、地域に期待され
る役割を果たすために医療、保健、福祉の多職種連
携が必要です。

地域で果たしている役割

地域住民との意思疎通が良好な地域は派遣に適して
いると考えています。住民、行政、消防、医師会、
医療機関等の良好な連携体制が必要です。 2～3年
でローテーションする医師を歓迎する雰囲気が求め
られるでしょう。

地域の受け入れ体制

手当にある程度の差が認められることはしかたがな
いですが、不必要な競争を防ぐためにも一定の範囲
をセンターが提示することも検討が必要と思われま
す。一定期間を要する研修を認めるなどの対応を高
く評価することが望ましいです。

待遇





4. 地域枠卒業医師のキャリア形成支援

岡山県が養成している地域枠学生の卒後の処遇やキャリアプランはどうあるべきかについて検討する「地域
医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップ」の第2回を開催しました。県内病院の院長、研修担当
指導医、大学病院教授、行政医師、地域枠学生ら計55名が参加しました。
当センターから、地域枠卒業医師の配置先の選定方法についてセンター案を説明しました。その後、自治医

科大学地域医療学センターの梶井英治センター長から、地域枠卒業医師の派遣先を決める際に重要な観点に
ついて基調講演をいただきました。
それらを踏まえ、「受け入れ側から見た地域枠卒業医師の派遣システム」についてグループワークを行い、グ

ループごとに発表を行いました。発表後の質疑応答では、センター案を概ねよいとする評価と共に、改善すべ
き点について議論がなされました。また、「病院」ではなく、「地域」に派遣する視点や、リーダーシップ教育の
重要性などが提案されました。

第2回地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップの開催
2014（平成26）年 7月27日

昨年開催した、岡山県の地域枠制度をより良いものと
するための「地域枠卒業医師のキャリア検討委員会」を発
展改組させ、岡山大学、岡山県、地域医療支援センターの
関係者が一堂に会する「地域枠支援会議」を設置しまし
た。なお、この会議は、月1回定期的に開催することと
し、地域枠制度の検討やそれぞれの取組状況等について
協議を行いました。
        第1回   2014（平成26）年 8月19日
        第2回   2014（平成26）年 9月1日
        第3回   2014（平成26）年 10月27日
        第4回   2014（平成26）年 11月18日
        第5回   2014（平成26）年 12月15日

地域枠支援会議の開催
月1回 定期開催

▲梶井先生の講演 ▲ワークショップの様子 ▲則安課長の質疑の様子





地域医療ミーティングへの参加
2014（平成26）年 10月、11月

5. 着任環境の整備に関する助言・支援

岡山大学医療教育統合開発センター、地域医療人材育成
講座、医療人キャリアセンターMUSCAT、NPO法人岡山医
師研修支援機構と共催で、MUSCAT Simディレクターの万
代先生によるシミュレーション講習会（9月28日は救命措置
トレーニング体験コーナー）を地域に出かけて開催しまし
た。こうした取組によって地域の医療機関の教育力が強化
されることを期待しています。

地域の医療機関でのシミュレーショントレーニングの開催
2014（平成26）年 2月、9月、11月

シミュレーショントレーニング in 井原
 日　程   2014（平成26）年 2月25日
 場　所   井原市・井原市民病院

医療・看護就職フェア in 新見
 日　程   2014（平成26）年 9月28日
 場　所   新見市・まなび広場にいみ

シミュレーショントレーニング in 美作
 日　程   2014（平成26）年 11月10日
 場　所   美作市・美作市大原病院

開
催
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奈義町及び新見市の地域医療ミーティングに参加しまし
た。
奈義町では在宅での死、看取りをテーマとして検討を行っ

ており、その中で「本人の意思を反映させるためには日頃か
らの話し合いが重要である」「高齢者から率先してどうして
欲しいのかについての話を行う必要がある」といった議論が
出されていました。
新見市では若い世代に医療職に興味を持ってもらえるよ

うなイベントや医療者の苦労を市民に理解していただく取り
組み等の必要性について協議しました。

第2回 奈義町地域医療ミーティング推進協議会
 日　程   2014（平成26）年 10月30日
 場　所   奈義町

第10回 新見市地域医療ミーティング推進協議会
 日　程   2014（平成26）年 11月20日
 場　所   新見市

開
催
日
程

▲救命トレーニング体験コーナーの様子





6. 連携協力・情報発信

地域の医療関係者との合意のもと、効果的に当センター
の運営を行うため2014（平成26）年に3回、地域医療支援
センター運営委員会を開催しました。
会議では、当センター本部及び岡山大学支部のそれぞれ

の取組について報告を行うとともに、その報告内容を踏まえ
て委員と事務局で活発な意見交換を行いました。

地域医療支援センター運営委員会
2014（平成26）年 2月15日、5月20日、10月21日

地域医療人材育成講座の
企画を共催しました。

岡山大学医学部創立150周年人材育成事業記念講演シリーズ
「次代につなげるメッセージ」への協力

2014（平成26）年 2月22～23日

神奈川県医師会
の澤井副会長、増
沢理事、事務局の依
田地域保健課長を
お迎えし、地域医療
支援センターの設置
や運用について意見
交換を行いました。

神奈川県医師会との意見交換
2014（平成26）年 4月16～17日

愛知県医務国保課の吉田課長、近田主幹、川口課長
補佐、大久保主任をお迎えし、互いの県の地域医療支
援センターのあり方について意見交換を行いました。

愛知県との意見交換
2014（平成26）年 4月30日

▲立花氏

▲地域医療人育成センターおかやまでのシミュレーション体験の様子 ▲県庁での意見交換の様子

▲菅野先生
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